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村澤社会保険労務士事務所 

来年 1月からハローワーク求人票が変わります 

 

◆ハローワークで求人する企業が再び増えている 

 ハローワークに登録した求人情報は、５年前から職業紹介事業を行う地方自治体や民間事業

者に、オンラインで提供されています。 

 近年では、求職者が求人情報専門の検索サイト Indeed 等を利用して、多くの情報の中からよ

り求める条件に合致する企業を選んで応募するようになっています。 

 ハローワークがオンライン提供する求人情報は、こうしたサイトでもヒットする可能性があ

ることから、ハローワークを通じた求人が見直されつつあります。 

 

◆「人材確保対策コーナー」での求人相談も人気 

厚生労働省では、2018 年 4 月より全国 84 のハローワークに「人材確保対策コーナー」を設

置し、介護・医療・保育の福祉人材分野と警備業、運輸業、建設業などの業種のマッチング支

援を強化するため、専門相談員を配置しています。 

求職者にも担当者がついて企業見学会や就職面接会などを実施しているため、求職者と密に

接点を持つことができ、利用が増えているようです。 

 

◆新しい求人票ではより多くの情報を掲載できるようになる 

 そうしたなか、ハローワークのシステムと求人票の様式が新しくなります。 

 Ａ４判片面から両面となり、固定残業代制度、職務給制度や復職制度の有無のほか、残業・

休日労働に関する労使協定（３６協定）で、繁忙期等により長い労働時間を設定する特別条項

を定めているかなど、登録する項目が追加されます。 

 また、会社や職場の写真、面接会場の地図や取扱商品の写真など、画像情報も登録できるよ

うになるため、より内容を工夫できるようになります。 

 

◆「マイページ」で求職者とも直接やり取りできるようになる 

 新しいハローワークインターネットサービスでは、会社が「マイページ」を設けて、担当者

が会社のパソコンで、求人内容を変更したり募集停止をしたりすることができるようになりま

す。 

また、求職者もマイページを登録している場合には、メッセージ機能を使って直接やり取り

ができるようになるため、求職者からの質問等によりきめ細かな対応ができ、安心感を持って

もらえるようになります。 

新サービスの運用は 2020 年１月６日からで、既に求人票を登録済みの会社も、情報を追加登

録することができますので、なかなか応募が来ないと悩んでいる場合には、追加登録を検討し

てみてはいかがでしょうか。 


